
地域でのネットワークの形成

ネットワークとは

ネットワークとは基本的には各々が持っている
資源（機能・役割）の相互利用のための方法で
あり、自己のもつ限られた範囲での支援能力や
効果を、他を利用してさらに高めていくこと、同時
に単なる利用関係ではなく、「共に」という連携
（連帯）意識によって成り立つもの。



入所者の離職理由

会社都合 ３０％

不適応（精神面） ２６％

人間関係 ２６％

業務不適応 ９％

本人都合 ６％

業務劣悪 ３％



仕事を支える仕組み

生活を支える仕組み 気持ちを支える仕組み

在宅 作業所など 離職 養護学校等

移

行
すきっぷ

就労生活を支えるネットワーク

クローバー

生活寮
通勤寮

本人の会

ハローワーク保福センター

就労生活 養護学校



ネットワークの二つの方向

雇用促進

離職防止（職場定着支援）

地域支援ネットワーク



世田谷区障害者雇用促進協議会

雇用・就労に関わる地域支援ネットワーク（世田谷モデル）（世田谷モデル）

職業
センター
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区
学校 ﾊﾛｰﾜｰｸ

情報交換・一部利用 パイ焼き窯

（就労移行型）

精神障害者就労支援施設

すきっぷ

知的障害者就労支援施設

（就労移行型）

就労
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しごとネットクローバー

就労・生活支援センター
クローバー
・就労障害者生活支援センター
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・障害者就業・生活支援センター
・精神障害者就労支援センター
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（継続就労型）

保護的就労
・社会福祉協議会
・社会福祉事業団
・サービス公社



世田谷区障害者雇用促進協議会

設置の趣旨

地域の商工団体、養護学校、ハローワーク、就労
支援施設等障害者の一般就労に係わるすべての
関係機関、団体等の連携により、地域における障害
者雇用（一般就労）の促進をはかる。

事業

（１）障害者雇用の理解・啓発に関すること。

（２）障害者雇用の支援に関すること。

（３）障害者雇用の調査並びに研究に関すること。

（４）その他雇用促進に関すること。



世田谷区就労支援機関連絡会

目的
各支援機関が、今後の障害者就労の課題に向け
て連携強化し、障害者就労の促進を図ると共に、就
労障害者のより安定し充実した地域生活支援のた
めのネットワークを構築する。

内容
・ケース事例によるネットワークの検討
・世田谷区の就労支援の今後の課題
・他区との連携検討など



チャンス到来！
・知的障害者の雇用の義務化

・産業構造、職種、雇用形態の変化

・企業の社会的責任（ＣＳＲ）と法令遵守

・就労支援事業の拡大

・２０世紀モデルから２１世紀モデルへ、「共
に」

もっと働ける社会に



満 足

コスト 啓 発

「就労（雇用）」を通しての３つの実現



Ｓ

ありがとう

ございました。


